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論文内容の要旨
本論文は，代表的な金属溶解炉の 1 つであるキュポラについて，今まで困難とされたキュポラ
の操業管理方式を確立する乙とを目的として研究した結果をまとめたものである。
乙の研究においては，操業中のキュポラの炉況を総合的に判断するため，最近，各工業分野に
おいて，活用され始めた多変量解析法のうち，最も広く活用されている重回帰分析法を用いて，
キュポラに装備されている計測機器類の指示のうち，特に有効なものを見出する方法を採用した。
第 1 編においては，キュポラ操業およびその操業管理のための工程解析方法の現状について述
べると共に，キュポラ操業にふさわしい工程解析方法を検討した。 軍回帰分析法によって解析を
進めるに際し，観測データ相互間に，炉況の変動の時点からの時差があることをつきとめ，まず，
キュポラ操業の炉況の変動に対応するために， 2 分間隔で観測データを採取すると共に，それら
について統計的に解析をくり返し，一般のキュポラ操業に利用できる各観測データ相互の時差の
判定方法を選定した。このような時差を用い，各観測データを個々にずらして工程解析を有効に
進められることを確認した。
第 2 編においては，種々のキュポラを用い，各種の操業について工程解析を試み，炉況の変動
に関係する要因に関連した情報因子と制御因子を見出した。炉況の変動に関係する要因としては，
炉内温度に関連した諸因子が関係あることを見出した。また制御因子として送風量および熱風組
度との関係が深く，特に熱風温度による炉況調整が有効であることを確めた。これらの結果に基
づき，迅速にかつ強力に炉況調整するためには，送風 l乙適量の酸素ガスを添加することが効果的
であることを確めた。
第 3 編においては，キュポラ操業の工程解析の結果から，現在まで，個々のキュポラ操業の性
状に習熟した操業担当技術者の勘に頼っていた炉況判断を，計測機器類の指示により，総合的に
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判断して，炉況を安定にし，溶湯における品質の均一性を増すための操業管理方式を確立し，実
験操業によって，その有効性を実証した。つづ、いて，乙の操業管理方式では，多量の観測データ
の収集と処理を必要とするので，煩雑さを克服するために，近い将来確立されるであろう新しい
計算機制御の方式について考察した。
論文の審査結果の要旨
本論文では，従来熟練技術者の勘にのみ頼っていたキュポラ操業について，統計的方法によっ
て工程解析を行ない，その結果を用いて，キュポラ操業に対して，科学的に管理する方法を適用
しようとした新しい試みである。さらに乙の操業管理方式の効果を実際操業において実証したこ
とは，今後の新しい方向を確立したものとして高く評価されるものである。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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